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敗血症は, 世界保健機関(WHO)により, 「世界が取り組むべき課題」に設定されている. 日本に
おける敗血症患者数や死亡数は, 高齢化社会を背景に増加傾向にあるものの, 敗血症患者の死亡
率は低下傾向にある. 敗血症治療薬では, 単独で死亡率を低下させるエビデンスを示したものはほと
んどなく, 集中治療医が, 最適な患者に最適な時期に最適な方法で敗血症診療を行った結果, 本
邦の敗血症患者の死亡率が低下したと推測され, 血液浄化法もその一翼を担っていると考えている.
一方, 敗血症の病態研究も大きく進歩している. 特に最近の総説(Meyer NJ, et al.:N Engl J
Med. 2024;391(22):2133-2146.)では, 敗血症の病態は, 免疫の異常(過剰炎症と免疫不
全)が背景にあり, 血管損傷(微小循環障害)が臓器障害の主たる原因であると免疫細胞に焦点を
当てている. 本邦では, 2000年から潰瘍性大腸炎やクローン病などの慢性疾患に血球成分除去療
法が施行されているが, 急性期診療ではfamiliarではない. このたび, 顆粒球・単球吸着療法である
アダカラム®は, 敗血症に対して治験を行い, 製造販売承認を得ている. アダカラム®は, 添付文書上、
集中治療室あるいはそれに準ずる集学的治療が行える環境で使用することが求められている. 日本集
中治療医学会から周知された適正使用の考え方を参考に施行されることが求められている.
本講演では, 敗血症時の免疫異常のメカニズムを最新論文の知見を紹介して解説するとともに, 本

邦での敗血症患者を対象とした多施設共同試験のプロトコルの考え方や治験結果を紹介する. アダカ
ラム®を安全に適正に使用するための最新情報として活用していただければ幸甚である.

敗血症に対する
顆粒球・単球吸着療法

～免疫異常のメカニズムとアダカラム®の治験結果～
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